
 
 
このドキュメントについて 
 
このドキュメントは、アジレント・テクノロジー ウェブサイトによって、お客様に製品のサポ

ートをご提供するために公開しております。印刷が判読し難い箇所または古い情報が含

まれている場合がございますが、ご容赦いただけますようお願いいたします。 
今後、新しいコピーが入手できた場合には、アジレント・テクノロジー ウェブサイトに追加

して参ります。 
 

本製品のサポートについて 
 
この製品は、既に販売終了またはサポート終了とさせていただいている製品です。弊社

サービスセンターでは、この製品の校正は実施できる可能性があります（修理部品が不

要な場合など）が、その他のサポートはご提供いたしかねます。誠に恐縮ではございま

すが、ご理解願います。 
なお、この製品に関するその他の情報や、代替製品情報などは、弊社 電子計測 ウェブ

サイト  http://www.agilent.co.jp/find/tm にて、できるだけご提供しておりますので、ご利用

ください。 
 

訂正のお願い 
 
本文中に「HP」または「YHP」とある語句を、「Agilent」と読み替えてください。 

また、「横河・ヒューレット・パッカード株式会社」、「日本ヒューレット・パッカード株式会

社」とある語句は、それぞれ、「アジレント・テクノロジー株式会社」と読み替えてください。 

ヒューレット・パッカード社の電子計測、自動計測、半導体製品、ライフライフサイエンス

のビジネス部門は、1999年11月に分離独立してアジレント・テクノロジー社となりました。 

社名変更に伴うお客様の混乱を避けるため、製品番号の前に付されたブランドのみ 

ＨＰからAgilent へと変更しております。 

（例：旧製品名 HP 8648は、現在 Agilent 8648として販売いたしております。） 
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Prefix と官 L̂ ます ｡

serial Prefixiた仕計器番 号 が次 の表 に該 当する製 品 は､取扱説 明書 に記 載 され

てい る-S狐打倒 して'R史 が あ り7tす 凸取扱扇克明苛 をこ賢 に走るJl,招T､該 当す る訂正 な行

71って くだ さいo

記

SerialPreLix 訂 正
せ た は 計 器 番 号

;_rj lJu

SerialPrefix 訂 正
i た 紘 計 器 番 号

質 更 3 2ベ--ン.3-20および3-21をつぎの1･う!∴ ;l

仙 しま~J｡

5120. 5端子付き部品の測定に関す る注意

3-21. 3拙Hjさ.il:I'"lZu'~刷雌 には.,UNKNOWN HIGli

端子に旗統 されるエイi占If二とンィ- ノー ･タラ/卜●には糾Eされ

る7r- l/端 ■f･とのFJdlの容最を考ltgすか払,犀があ りますDそ

の溶Lr辻は.図3-12の中にCbとして示されています｡

壬

図3-】2の中のCAは.UNTW OWN

怒JTLです｡CAば. チll,ククの入力に並'jllに入るの

でVllL鮭糸遊に舶供 しませんO

各測娃モー ドにおりるCbの形智は.図 3-)2に示 されて

いィl･純正戊によ一Jて紺TEすることができます (次ベー ･) 杏

P.1.早)a



キ トノ 補 FI 式

OF▼CTCfZ cx=LTtCの表示*×(L+Cb/,Cs)

Rx

cp R cq等 cx

～ C, 苔 cb
F7b

R(:

DETECTOR cx-LRCの- X I+ (L,壬2DCxb,′;cc::_,-=caDx<0.Lの ときcx-LRCの表示*x(卜l-Cb/Cs)
RC 等 cO 一RlCs ′ヽノR. Rc 苫 cb

Cー

E)ETECTOR Lx-LRCの#/--F*- (1｣-0'CibxRb)

｣■

恥 等 cc Rz

LS ′ヽ

Rc Rb 吉 cb

Cl

DE▼ECTOR Lx-LRCのJi示事×(1 十山CbRbT)i)ll

Lx

Lp 如 cd等 Rx

′＼JR< C, Rb 苫cb

ELJ:27Ef (f :脚建偶数 )

Cs-.CI.lJ上F
Cb:UNm OWN Ht-Groundr川rK.Eii:

Dx.QX :未知のDおよびQ

Rb:LZICダイ-1.,′しの滋水に比例.衣示が (10)000の ときのRbはlOKf2

図 五1 12 5端子付き郎品の補正
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i:i-1TIfiLfM -･L)ll.tLlCILiL]L!leS
Mode14265AUniversalBridge

serialI)refixed:1244J

木uiJの計器怒号 はOOC)i:)JOOO⊂)Oの形 で兼ね され てお9､九上級の 4け たをSerial

Prefix と言 い ますo

SerialPrefix または計岩音番句が次 の豪に舷-当す る触戯比､取地 成明1!‡に妃搬 され

て L̂るiJJ.JiLに帆 して変更が あ bます｡取扱 日PL朋省 をと覧 に たるIii.合､該 当す る訂 正:を行

なって くだ さL̂o

止

SerialPrefix 変 更
重たは計器哉-i,i

全 部 訂正 1

SerialprefiX 狂 更
または計器‥蔽1'_;A

訂 正 1

1-0ペ ージ,求1-1仕様 を次の.rうに.I,'7正 し'&す凸

分解能のJJl.,i･削 除 しま す o

丑≡示 のljlを

｢フ ル 5桁 のデ イ･)ク ル 衣 77t+ /(- = ヤ (1′トEJ他 は フ ル ス ケ ー ル

の 0.001虜｣

と し ますo
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第 1寧 概 要

RCl｣測定

社 抗 測 定 . 50Hz;≦f≦1kHz&DC

抵 抗レ ン ジ 10-1Mf2.7レ/ン

オーバー ,レンジ ll一1%

表 示 フル4桁

分 解 能 最小桁の 1大 EF感
残 留 約 1mrl

正 確 さ♯ 士(よみの0一29/o+フルスケールの0.01%)
士(よみの0.4%+フルスケ-/L,の0.0⊥%);虎小 レ./ンのみ

等 量 測 定 50lI2≦f≦】klI2&D(I/Q)≦】 )kH2T,<f≦10kH2..n(1/Q)>Ⅰ

容 量L' j Lj lnF,.～-1TrlF17L/ソ.)

*-/(- .L/).} ll.】褒

表 示 フル4桁

分 解 能 収中桁の 1大 目盛

残 留 約0.4pF

正 確 され ±(上みの0一2%÷フルスケ-′レの0.01%) 士(A+*+0,06T).fk的 -ト0.002f2kFk):Csモード
士(よみの0.4%十フルスケ-ルの0.01%).虚高レンジのみ 士(A**-ト0,05/勺当+0.08fk馳/Q):Cpモ-ド

DまたはQ(1l(HZ:)レ ン ジ D(Cs-I---ド):0一001-⊥Q(Cpモー ト̀)二0-10
正 確 さ書 ± (よみの 5%+2小 月.蕗 )

インダクタンス測定 507121≦f≦lkHzJ&Q(上/D)≧1 1kt12i<f≦10kt加 .Q(I/D)<1

インダクタンスレ ン ジ 1mrr一一1000H.7レンi)

オ-I(- .レン.) 1L.1%2)

表 示 フル1桁

分 解 能 但小柄の 1大 目盛 l

残 留 約0_04/⊥H (直flJに的 lTnf2)

正 稚 さ* 土(よみの0.2%+フルスケールの0.0170) 士(Aヰ♯+0.06D.fkJ12:-ト0.002EzkHLG);Lp-ヒ ト
士(よみの0.4%⊥フルスケ.ルの0一01%);巌小レンLJのみ j=(A+t十0.05/02十0一08fk地 /Q);Ls-t,-ド

qまたはD(1kHZi)ヽ′L/ > -/ D(Lpk-r):0.Col-1Q(Lsモー 卜▲):0-10

正 招 き* 土 (よみの5D/D十2小 El.盤 )

･ 血腫柾閉25℃士 lOC以内,
*. Aは左の偶の正確 さを意味 します.

･Vdc.

その他の仕様 Lpモ-1:では.超絶 -イ-/ス したイ
内部発振器 ノダクク./ス測定ができる.

周波数 :lkHz士 15Hz 正確 さは不変.

出 力 :oSC OUT端子にて0.4Vrma以下,前面J{ 標準等量 (リ7クタンス汲帽 ):0一lALF.
ネJL,のLEVEI.ツワミにで逓緋可変. 博雅抵抗 (抵抗汲l促 ):10kの.

外部発振器 動作温度 :0-So℃.

周波数 レソ.):50Hz-10kHz. 電 源 :100/ノ120/220/240Vacj=lO労, 48-
L/ ベ ル :EXT OSC端子にて4Vrm5以下. 440Hz..約5W.

内部積出器 : "1kHz,〝で.混濁感度 lO/▲V.選択僅26 確 鐙 :本体5.5kg. 'B,生7.1kg.
dB以上の同調検定JZg."FLATbで.50Hz 外形寸法 :393×376×115(WつくTJXD)
か ら10kHzまでの平坦利得検出器. 付 属 RE]E.:電波コー ト■(約2L3m).

タト部直流バイアス :Cs-モ- 卜~では,直流パ イ7ス した容 xta1イヤホ -/

表 1- 1 仕 様

1-0 4265A-I



第 1 葦 概 要

1- 1, 概 説

)-2. 4265AUNJVERSAL BRIDGEL図 1-1)

は.塩抗 (R),容塵 (C)およびィ ./〆ククノス(工,)を,D

またはQと-箱に簡削 こalJ定することができます｡ この7

リ･,ノには,5縄項の7'l)ッ.jE]路があり.17!I児 弟子に応

じてFUNCT10Nスイ J.ナによって適訳 されます｡検LH部

は.lkHzフィルタ増幅器 と.SOflzからIOktr21までの

平坦利子JJ,J馴 Bl指か らな り,測定周波数によフて遜1-JJLされま

す05OllLLから10krTy:史IC･の周蚊数でU.u定するときは.

外部発振器が必要です0

I-3. 前面/<ネルのFUNCTtONス ィ ,チ . LRC

MULTTPLfERスインチ,DQダイ11,/レ(除.抵抗mu定 ),

およびLRCダイヤルは､ プr)ッノを平衡 させるために指示

計またはⅩtalイヤホ-/をみながら調整 されます｡al【l売第

千は.LRCタイ1,ルとLRC MULTTPLTERとにJ:って.

4桁 (3桁 をイ ソライ/.最小桁を口蛸 )で別荘されますO

最高来示は,1日 10ですoCまたはL測道におけるDまた

はQは.DQダイヤルとDQ MULTIPLfEaによって来示

されますo DQ〆イヤルのEl掛 士.一本のr塩練 lj).蕗に/i.I,

てお り.抵抗分の割合 (Dまたは:Q)紘.Csお.】:げLl,モ

ー ドにおいてはD,CpおよびLsモー llにおいてはQによ

って来示されます｡

i-4. 木器についている持遊び畑-ソドルは.測定を行

なうときには,前面′ミネノLを400または 600に憤科 させ

て,畑作 L･やすくするための支えになります｡

1-5.用 語

I-6, 次の用語の危滋は,この取切説明磐を適 して適用

されます｡

a.残 留 :UNKNOWN嫡子に'jinこ存在する分咋容爪.

イ-/グクク･/スおよび抵抗｡

b.損失係数 (D)二Qの逆数で.測定素子の損失分の割

!.Lを表わ し,Csを .ドおよびLp-I-- ドはDで表示さ

IL丑ナt,

Cー良好度 (Q):Dの避数で,測定素子の良さを表わし.

Cp-i-- ドおよびLs-tl 卜■ul.Qで表示 されます｡

d.Cs:客足瑛子を,容i註とれ抗の閃列辞仙回路であら
わ します｡

e.Cp:沓最素子を.容量 と抵抗の並列等価回路であら

わ します｡

(.Ls:イ･/〆クタL/ス崩子を.イ ソg'クク ./スと爪抗

の直列等価LEZT路であらわ します｡

g.Lp:I./〆クタL/ス素子を,イ ンダクタ/スと屯抗

図 1- I hlod81 4265A UNIYERSAL BRIDGE

4265A-】 1-1



第 】章 概 要

の並列等価回指であらわ します｡

1-7. 計器番号

1-8.計器番号は.0000JOOOOOの形であらわされ,

最初の4桁をserialPT･efixといい,これに縦 く7ル7

7べ.,ト文字は.本RS･が割出 された国名を盛わ しています

(∫ :日本,A :米国,U:英臥 G :西独 )D最後の5
桁は.個 々の俊JmLに避希で与えられ. tつの番号は.1つ

の特定の継粉をさします｡計器宙別 1.対向 /くネル【こ示 さ

れています｡

1-9. 用 途

1-日). 4265Aは,受動素子の抵抗.容量,イ･/ダクタ /

A.DおよびQを.箱桁皮で容易に測定するために用いら

Jl,ます｡多岐の}R求に応 じるために,虐除バイ7スによる

容量およびイソ〆ククソス測定.直流抵抗測定およびSOtl･L

から10kn7,までの鰯波数によるC,L凱ち媒 (外部発振求'i･が

必IPll')ができるように澄計 されています｡

1-ll.仕 様

】･L2_ 4265Aの全仕様は.蓑 1-1に示されています｡

周波数抱囲 ;1kHz～川 kHa ,D哨朗 ;】以上のTF_碓 さ

揺.大変頓灘な式で示されているので.これを簡hiに.逮

く知ることができるように図 1-2に矧示 されています.,

1-15.取扱説明書の変更

)-Ll. 本説明且iには.J1265A UNlVERSAL BRIIXiE

の使用法およひサー r_'スV.'･ために必要な1TJ:紬,JJl述べられて

いますo この情 報は,木説明西の巻i7Bに示 さIlJでいる

SerialPrcfl-.Yをも-Jている機Jmiには.そのまま適用で

きますL,

l-15. 本説明害の巻頚に示されているSeriaJPrefix

より大きいP)･efixをもった倣器に適用するときは.添付

の "Mi17.uarChange.q 〟 シー トに示されている内容の

妊glをして使います｡印刷上の誤 りは正誤 として同.)一 卜

に示されています ｡

11 6. 本.説明詔の巻餅に示 されているSer･iftJPTefi;t

よ')小 さいprefi.tをもった臓器に適用するときは, 約7環
取功ぶEuJJl巧の変更および * ナシ .I/をご覧 くだ さいO

当社劉品についてのお問合せは , 1'Tl '.-5'LのYliP営,JL:llTまた

は代理店 にご避締 ください｡任所.喝篇-Hr･符は.巻末に記

載されていますO

0･J O･2 010-4 0･C
DcrQ

2 4 6 10

注

上地は,殆んとの劇壇に直接

適用できますがL.つぎ の上･')

,Jl.任.etJ'L必噂です,

ユ.必要なときは.Yレソジの

O.oITD'の項 をb71えます.

b.俄H:,レ･/･)を蚊った管亀

甜定およびrl小 L'./')を腔

った イ'/g'クタ ./7･折I定のと

きLi.､止みのD,2<// の項 を

bnえま十

図 1-2 正確さ (1kt121<f≦ 10kJIz.D (1/Q)>1

4265A-I



第 2 章 使 用 前 の 注 意

2-1.概 説

2-2_ 本恥 こは.晩衣.こん包,保管および使用前の旺

意に対する暗報が述べられています｡

2-5,検 査

2-4. 本器は,工場 を出荷する前に.擬棚的/(.らぴに確

知的に十FJな枚並 を受け.正傭 な軌fyFが比証 されています｡

お手 もとに届 きましたら,す ぐこん竃をW(普,輸送中に孤

島を受けていないか どうかを確認 して くださいD異状がな

ければ第 5頚:のl勺部動作チ _T.=ソクを してくださいb

択髄を受けていた り.仕様 どうr)の動作を しないときは.

ただちに担 当のYHP常幸所,代理店に ご遜絡 くだ さいO

(任所.問詰麻号は戯後部に載せてあります )Q

2-5.保管上の注意

216, 本常設の保管にあた -,ては.a,〟,lF胡にご注菅 くだ
さい｡

(日 危高尚度 :約 7.500m(25.0001J Ilト)

(2) 戯低温度 .I- J̀O℃ (-)IOIF)

(a) 巌Iyr気温度 :75℃ (167°F)

2-7. 輸送のこん包

2-8. 本器 を輸送 した り.修理のためにYHPに返送す

ら)iW.]･は.叔初におIdiE.ナしたときのこん也げ料をお使い く

だ さい｡ Lたが って.こん包材抑 rよ促存 しておかれること

をおすすめ します｡ しか し,すでになくな-,ていた り.役

に立た/1く1,[っている城合は.下記の方法でこん包 してく

ださい｡

且,本器 を じ⊥うぷな航または と'ニールなどで包んで くだ

さい (賀 き出ている部分には.ク ,シ ,-/を当てがっ

てください )｡

b.木箱または〆ソポー/L,箱 を庶い.その大きさは少なく

とも木器の各方面か ら‖)cmほど余裕のあるものに し

てください′ユ

C.ポ リウ レク / ･フ ｡.1人など磁嘆にショックを吸収す

4265A-1

る材料を十分につめてくださいo

d.箱の外側 を接嘉 テ-プなどで しっか りととめ.さらに

必曹な頃合は,;･/1IをかllJでくださいO

こん旬についてご不明の.Fさがあり生したら.ち,tつの YHP

営業所サービス課,代理店にお問い合わせ ください (任所

電話番号は巻末に収せてあ ります )｡

2-9. 持 運び用 - ン ドルの用途

2-10. 待避び用の- ./J/,L･は.測定するときに.前~面バ

ネ/L,を操作 しやすい角度に傾斜 させまナo

方 法

a.本InLを水平な勘所にt淀きます｡

b..､ノドルを輿の方に押 してロックをはず して自由

に します｡

C. - ノIIルを手tii了に･;fいて,本Ki.の上部 をもちあげ
ていくと.一段手I打に入 り込むところがあります｡

最初の防煙が前面ノミネルの債斜約400でつぎが約60C'

になりますQ

d.その止ま.水平か台の_LFこおいて削'iELま1･D

2-ll.AC僅源

2112. 本器は,loo.120.220または240VrTTIB(±

10% ).および481TZから440rr2:の電蔀に,i:って動作さ

せることができます｡電圧の迦i)では,図 211に示される

ように."プリ･/ト板〝のさし込み方向をかえておこないま

す｡衷2-1は,稲原■子E圧に応 じて必要なとl→ズが示 さ

れています｡

木器の損傷 を避けるために.電源電圧の切替 とヒ

ュ-ズの変換を完全に してください.

2-13. 5心電 源 ⊃- ド

2-14. 木器には.取 りはず しのできる3心電源 コt L'が

付属 してお り,コー ドの朱には平形 プラグと3糎のNEMA

7'-)ブが付いています｡平形 プラグは顛面パネルの屈原そ

2-【



第2章 使用前の注意

ジュールコネ ククに,NEMA-/.-7〆は楼地胡 了IIJ:i:椿 IJた3

極の唱源 コ･/,t=/トに接続 します｡ こうすると.木器は コ

ンセ ソ トを通 して安全に痩地 され, AC電源による電撃事

故 を完全 に防 ぐことができます｡

注 恵一､---･～

接地端子をもたない2位の電蔽 コソ七 ノトを使用

するときEこI-i.3趨 12使変換 7ダブタ. (Part

No125J-0048)を併用 します.この切合. 7

〆7'グか らでている短い リー ド線 を接地すれば.

本帯の ケースを完全に接地 できます_必ず接地 し

てご使用 くだ さい.

電源電圧 100Vまたは 220Vまたは120V 240V

問仰せ.}1-′しのブリソト板 100または 220または
120の -(一一ク 240の-7- タ

が見えます. が見 えます.

AC田原 I).2A 0.1A
(スロー .ヅ,コ-) (スロー .l7'l-I--)

衷 2- 1 罷源電圧の賢偵

虚 勢 __十 三 鳳

_一一･一■

動作鮎圧は昭源-tl-)_,-ルの魁の中に袈示 されます
喝源電圧の避沢

1. カバー (悲 )をあけて.FUSE PULLレ':

-を引いて と｡-ズをはず L, レ/;-を左端の

位際におきます.

2. pLEEl%rf叩圧の選択は.-/IJソト版の上向きの左

仙 こ,所望の電源電圧の表示が くるように方向

ずけることに よJ,てお こなわれます.そのまま

電源･ll-1}1 - ルの=I.Llしっか りとさ し込みます.

3. FUSE l⊃ULLレ,:-を.Jl,_鮎の位lly,:(こ1.と'し,

姦2-1にしたがって, ヒユーズをさL込みます.

図2- 1 電源曜圧の感状

2-2 4265A-1



第 5章 使 用 法

5-1. 旧 説

3--2. 本:IIEに比.4265A UNTVTi)RSAL BR.lDGF;の

軌 明法が述べられています｡それぞれの測定についての･).i:

本的な方法は.図 3-4か ら図 3-11に示されています｡

鼓痢おJ:U成両の ツてミ煩の働 きL.'ついては.図 312､

図3-3に示 されていますO

515. 測定モード

314. 本器は,5つの測定 ;Ll- ト′があ り,FUNCTION

スイ ンチにJ:って.選択 されます｡

R 測定 モー ト̀(担r4-1人)

cp AlI定 ヰ- ド(図4-1B)

Cs&IL定 モー 卜′(図 4-LC)

LsmrJ定モー ド(図d-1D)
Lp 即定 モー ト̀(図 4-1E)

3-5. 抵抗(R)測定モ ー ド

316. 度坑測定モ- 卜'では.FUNCTIONス (,JチをR

lこし設定 します｡ プ リ′･)は,;LTlイ ト ストー./･-/リ.,Yン

になります｡測定職臥ま.Jrn凸か ら】.1日MQです｡LRC
MULTIPLTERスィ.,チの設定が決ると.-/リ′ンのノミラ

ノスは.LTtC〆イヤルのみによっておこないます｡

3-･7.本館には,約 jm･flの城脚抵抗が含まれています｡

この値は . UNKNOWN 端子を･kg,絡好 を用いで短縮するこ

とによって,普滴の抵抗 と同 じようにiErJ定す ることができ

ますO低い稿の抵抗を測定する ときは.戚留艦抗の影増 を

考慮 し1日)れば/よりません｡

5-8･ 答広くCs.Cp)測定モ ー ド

3-9. 並列容崖訓定-I-- ト′では,FUNCTIONスィ ,-ll

をCpに設定 し.並列抵抗 7L日 ソに しますO直列容量&IL定

-ヒー ト̀では.FUNCTIONスイ･ンチをCsにし,『1;列抵抗 7

1)ッJに します｡両測定 モー ト̀とも.測定範囲は.lpFか

ら1-111mFですocs-t一 卜は,Dが 1以下の容晶測定に

適 し.Cp-モ- ドは.Dか0,)以上の容見料淀に適 します｡

Cl_,i,･･-ト'では.11ヨ失孫数は逆数のQで来示されますQ
3-10_ 雨 -仁一 ｢とも,LRC MULTIPLtERスイッチ

4265A-1

の設定が絞ると.-7'リ･'ゾのノミラノスはLRC〆イIt′ノLと
T)Qブイヤル/MUrJTIPLIERによって お こない ます ｡

Csセー ドでは.DQ MUrJTrPL柑 Rスイ ッチが 】0のと

きの捌電値は陳証 されませんV この範囲のinlJ鮭 は.Cpそ

- トーでおこな って くだ さい｡Csモt rでdl.uられた啓畳値

紘,Cpヰ1 1:よ り.次式に示 されるよ うに大きくな り.D

が 0.1のとき1%の過 を生 じます｡

cs言 (lエD2)cp

3-Ll. 両 r1-- ト̀とも.約0.41)Fの残倒容丑が存在しますD

この値は.UNl(NOWN端 子を開放に L,Cs-t- トに よっ

てGiEJ定することができます｡低溶銑Dtu定の とき拙.この班
包容塁の形轡 を-%威 しなければな りません｡ また,大審i正:

測定のときは,約 Imf)の抵抗 と約 0.04jLFtのイ ー/〆ク/̂

ンスの衝列等妬回路 であらわ される残留の影響が~r･てきま

す｡ これ らの彫轡は.表3 1のrF･の限当する純正項 から
祁止値 を計懲することによって,手1-g正す る こ とが で きま

す｡

5-12L インダクタンス (Ls･Lp)測定モ- ド

3-13. 也列 イ ノ〆JJク ノスdJ.lj定It･- トーでは.FUNCTION

スイ･JチをLpに し. -/リy･}をへイ ･7̀ 1)ッL)に し1Jiす｡
拍列 イソダt/ク ソスuu定 モー ドでは,FUNCTIONスイッ

チをLsに L, 7'･)･'シクを｢'''スウェル 'ウイ L/ A-'リン:)

の相成に し生す｡両 -モ- 1Iとも.dtlJ定 レ/.)は. lFLTTか

らH ll11です｡LpJ-I- l:は.Qが L以上のイ l/〆クPI/

L7tAr]熟 こ画 しLLsモー ト1-i,Qが lO以下の洲定に過 しま

す D LpJL-1 ドでのQは.逝敬 のDで衷示 されます｡

Slid. 何 モー ドとも.LRC MULTTPLTERスイIy-7-の

設定がきまると. ブ リ･ノンの パラソスは.rJRCFイヤ/Lと,

nQダイ1'ル/MULTIPLIERによっておこないますbLp

･モー ト′では.D(1 MULTTPTJTETtスイp,すが目)の ときの

測定lL也は.傑紅 さ-17.淀せんD この抱囲の測達は,Lsや-1

でおこ71-_.てください.Lpモ- ドで測 られたイL/ダクタ-/

ス(I-h:拙､t,S-tl l.J:r) .放式に7T(されるよ:)に大 きくなり.

Qが .10のとき,1%の遇 を生 じます｡

L, =C1<-I/Q2)Ls

3-15. 面 IE- ト'の残飢 ま.約0.04pl-TのイL/'jyJT/ス

3-I



第3草 犀用法

と約 1InSlの抵抗のr:i列等価回路であらわされます. この

値は.UNKNOWN端子を缶絶版 を用いて短絡 し.Lsモー

ドによって測定できます｡低イソダクク ･/ス預け定のときは.

この残留の影響 を考赦 しなけオi.ばな りまtl.-/i_..,､tた大きい

イ ノダクタ L/スを測定するときには.約0.4pFの残屑容良

の影 やがて･てき主すDこれらの膨哲は,糞 3-1の中の該

当する補正項から補正値 を計JGlL､mr周 値に加 えることに

よ-,て机LEすることができますO

5-16.タト那 リー ド線の勉 響

3-17. 外部 リー r棟 を用いて木器 を使用するときは.そ

の影響 を考慮 しTLければなりません｡責3-1に示されてい

る軸正項から柵召三位を計印 し.DU壁値に加えて補正 し.iEす .,

5-18.測定電圧の測定

3119.MI定電圧は,次のようにして測定することができますゝ

1. 7'リ,ノの,(ラ-/スを完成 し.LRC〆イヤルの読み

J'-31:U'D(Cs,Cp-E--ト'),Q(Ls.Lp-i-1 卜~)を

記銀 します｡

2. B7trDGE-IN端子の服圧 を.HP403B(′:～/チ リ

劇作 )を用いて測定 し､その試み (EL)を記僚 ｣ます｡

3･ LRCダイ･1-'ルの改みおよび D(Cs,Cp･t･- ド)ま

たはQ(i,S.Lpモード)を図 313に過日 して "k〟

を諌めますDただ'し,CpおよびLpは.それぞれCa

およびLsの他に換許 してグラフに滴絹 します｡

4. 釧定電圧 (VL)は次式より求められますo

VtTkxa

5-20. 5端子 付 き部品の測定 に関す る注悉

3-2L- 3端子付き部品の測定には.ガー ド端子と他の2

つの端子o)容量の膨馨を考慮する必要があ ります｡これは.

非常に板紙になりますので.フローティソタで洲脅される

ことをおすすめ しますC このとき.ケ-スと鵬Ii･間のス ト

レイ碑最が多い方の端子を.UNKNOWN のLOW端 子に

接続 します｡

5122.特殊測定について

3-25. 50H2i- ‖】kH之測定

3-24. 50Hzか ら10kH･Lまでの周波数における測定法

3 ･2

は,図 3-7(C)およItJ:阿 3-)0(工ノ)にそれぞれ示されて

います0

3-25. これ らの測定には.次の贋器が追加 として必葵に

なりますD可聴周波発揮解くrtp204C).ILl〕糾検仙椎(m

4403A )および交耽唱正吉-H HP403B)｡

3-26. 直流抵抗測定

3-27. 本犯の7'リノジ回路 だけを使 って.ri:l'庶政抗の跡]

定ができます｡BIrJ定法および許容電EE､保護板A:Jtは図 3-

5に示されています｡

3-28. この制定に必邸な迫bHul腰掛 [.位批間取 直流

'iu流計,【〔王滝零検出拡(ITP41gA)および保護抵抗です｡

5-29. 答宣成分をもった抵抗の測定

3-30. Rモー ドでDlrJ定するには多すぎる容免成分をもっ

T=釈抗 を･1711J電するときは,その容机成分を相殺するたd)に,

UNKN()WN HLGH明子と〆ラソト'との問に適当な可変容

鼓 を凄解 します｡LRCMULTIPLIERスイッチの設 定 が

決ると.7■リッL)の,(ラL/スは,LRCダイヤルと町変容IE':

に上っておこないますo7,RCダイ1r/L,/MULT【PLTER

揺.並列等価回路の妓抗lLl_7を表示 Lます｡

5-31. 直漬バイアスされた首蛍測定
3-32. この凱定は.Lg3-8に示されているように.Cs

そ一 卜′についてのみおこなえます DCpモードを使うと本態

引 B悔 します｡最大懸圧は250Vdcです｡ この81u淀は.

50Hz-10kH21制定 と組み合せることができます｡

3-33一 二の測定に必要なiB加の轍市Ej:､直流電源.面防E

唱圧馴･,保裡舷杭およびノくィ.ミス ▲=J./デ ･/.J･ですO/こイ

パス ･-Jソデ L/サCは, 測定糊波数 (rk112.)によっ て

つぎの式で与 えられます｡C-100FLF,/i(kTi?.)(コ/

171A'/叶の動作昭圧が充分であること)

5-54. 直流,(イアスされたインダクタンス測定

3-35, ･このTP.1用言は,阿31111に.ノT:されてい,3.tうに,Lp

モ→ トーについてのみおこなえます｡Lsモー L'麦使 うと本器

圭損傷 します ｡許容ノ-'イアス電流および保蓋舷坑は,図

3 】2に示 されています｡この測定は50rT比～川1くH7.mu

定 と組み合せることができます0

3-36. この測定に必要な追加の牡器は.直流電源,直流

電流計.陳虚底抗およびノ:イバス ･コノナ ンサですo′くイ

バス .コソデ /サの伯は 3-33節 と同書動こ与えられます｡

4265̂ -)



第 3章 使用法

図3-1 uNfCNOWN野蒜子電圧対BRIDGLE IN碍子電圧

測 定 値 直 列 抵 抗 直列イソ〆クタ ソス 並 列 容 量Ro Lo Co

Cs 誤差な し -W2LoCx虫 -co (I-Dx2)

DofCa -IuRoCX -′LI2LoCXDX 十I)x(1+Dx2)co/cX

Cp +2,I,RoCx2/Qx -wELc.C_Y.2(1-I/Qxg) -Co

QofCJ) ｣イF,RoCX日 +QX.1) +lo2LoCxQx(lH /Qx皇) -Qx Co/Cx

R -Ro 誤差な し 誤岸:な し

Ls 駅並/LL -Lo 一㌦coLX(J-I/Dx2)

DoELs -Ro/山L7( +DxLo/Lx -′i'2coLxDX(1+D_tg)

Lp +2Ro/uJQx -Lo(1-I/QX2) -′tJ2coLX2

QofL.p + (1+Q1-9)Ro/山Lx -(Qx-i-1/Qx)Lo/L7( +山仝coLxQX

*tLl:27Tf(f:%@& ).
カCx:未知容晶

*Dx:未知のD.
さLx:未知イン〆クZLt/ス
書Qx:未知のQ.

表 5- 1 補正表 (測定値に加えます)
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第 3章 使用法

I. i.I加E ON･′OFF:本営;A(こAC碓折を飢給する押 Tl-:

ク ノスイ ッチです.

2. OSC LEVEL:BRTDGE tN端子から7'りッL)回

路に眺約 きれる内LL'm発振解 レベルを窄化 します (0_̀l

VT-mS以下 ).

3 DETECTOR Fl.AT/lk托21:検出器 を50Hzか

ら LOkHZaT_での平坦利得の検出器 (FLAT)にする

か . Jkrrr/J同調快hJ.紘 (JklJy/)にするかを選択 します｡

"1kJIz〟は ≠FLAT′′よ り)0倍利得をもち.選択度

は 26LiB以 上です."FI.AT′′は,外部鬼振器が使われ

るときに使用 されます .この ときは.T･lATiPHONE的

Tに同約絞出詑を捷飢すると. よりよい郎q堰がおこな

えよす,
4. 零指示計 :最小のふれの とき. 7'リッジの/こラ･/メ

む-,1tしまう.ノリッジの状掛 こ関係なく.TELい′くラ./ス

への九 日Jを,):IIらせ/3/=めI二.ふ>)きれることはあ りませ/U.

5. DQ9Jィ+,ル/~hLllLTIPl.IER:キ T-1シタ /スま

たはイ-/〆クタンスの測定において.抵抗成分を相殺 しま

す.表示は,DまたはQでなされ.FtDJCTIONスィ .･手に

よ･｡ていずれてあるか判別Lます.刺〕封直は.DQタlJrJt,

の読み と,nQ MtnJTrPuERV堀 にな ります.Csま
たはIJl.モー ドT:-.MULT7PL【EIとを1Oにす ると.その

bLljJ,iI似 ま無効です.これと内部の標準 コソデ./サは.4

辺 プ')ン･･)の 1172を桃.r)iLます.抵抗剛定の場合は,内

部牒 司り抵抗か皿 きかわつ.この･/て 三は関旅 しません.
6. LRCダイヤル :-;ノし▲I桁で表示 し.この値に LRC

Mu.TlPLIERc_l滋'Jと他をB･rけると.測定値になります.

小数/I.･1.L州 Fl確で1.4辺ブ IJ .L}9日 i翌を胤 戎します.

7. FuNCTION二ブ リッジの AiZZの組み合せをかえて.

次のようなtnrJ定 {-- I/を決定 します.

Cs:未知 コ./チ-/サを容量 と抵抗の直列等価回路 と

して刺を します.Do〕補間は l以下です.蔽批ノミ

イ7711t<.れた溶血測定ができます (3-3lJYJ㊨爪 ).

Cp 二未知 コソデ･/サを容量 と抵抗の並列等価回路 と

として測定 します.Qの範軌 ま10以下(D>0.1)
で-I-.

R:純抵抗Ul.-州LJiIに適 し. リ7クク ./ス成分の多い

抵抗のAlJ定はできません (3129節参照 ).-G流

抵抗測定ができます (3--26節参照 ).

Lp :未知ィ./ダククをイ ソ〆クク '/ス と抵抗の並/qlJ

等価回路 として測定 します, Dの範 曲 は l以下

(Q>1)です.直流/くイー7.スされた インダクタ

ンー'J 瑚J:･i;ができ淡す. (3-34節参胴 ).

Ls:未知の インダクタをイソ〆クク./スと抵抗の並列
等価回路 として測定 します.Qの範gEIは10以下です.

8. LRC h川 LTIPLrER:JHZ27′1)ッL)の1立Zを柄成

し.全測定モー ドのurJ淀Z随皿を決定 します.au定位は,【.RC

〆イートレとこのm TTPLIERの設定値との軌 こなります.

9. UNKNOWN TH GHILOVT;被測定物 ,を接続する端

-7=･で.4辺-jリ.,:)の Iiか引.lrrj成 します. "TiTGfT′′端子

は.BRIDGE IN端 子の一方に,"LOW〝 端子は検

出器の人力に接続 されていま一卜 被測定物はス トL/イ

帝品の多いJjl.A"LOⅥ′Q哨 千に接成 します .

JO.ダラン ドニ糾',i:治具の プラ./卜刊J子です.

Jl.EARPHOIJE:ⅩtaLイヤホ-/または,外部同調険出器

を拡絞 し注す.出力イ･/ビーダンスは,約 40kSlで+.

図5-2 前面,(ネルのツ-?ミ .コネクタおよび表示

3 ノl 4265A-I



第 3草 使用法

1. OSC OuT:i(J一流/こイ7スされた容ja･測定U)ような特

殊測定のために,BRIDGE IN端子 と関連 して姥用され

る哨 こflです.内部および外翻発振常の信号は.発搬曽蒜ト

ラソス をj由して, この端子にあ らわれ. 7̀ リlVジ回路に

鰍拾 されます_通常.この端子は､BRIDGE IN端子

とIf･.,;_綿板によって短絡 されています.

2. B只Ⅰ.DGE IN:OSC OU'r昭子と同 じように使 わ

れ,プ リソ.)回路に接蹴 されています.発振器信号;;し

この端 子で卸走 します一

3. 0SCILLATOR INTノEXT:JJ1祁 lkH払発搬芥を

使用するか.外部発振幣を使Jf]するかをきめます.EXTlこす

ると,前面′こネルのOSC LEVm は無効にな ります.

4. EXT OSC:lJlH21以外の周波数による訊リ鉦,/J:必要な

ときに.外部蒐混･諺:･;Q.潮 力(50】Jも～10kI17"<4Vr.ms)

をこの端子に接続 します.

5. AC電源 コネクタ :lEC形,電源 ヒ,11ズと電圧接続

切併用の ノ リ./ト板が含まれています. (2-11師掛 取)

Eg]5-3 裏面,(ネルのツマミとコネ クタ

4265A-1 3-5



窮3章 使用法

)､LLNE ON/OFFスイッチを押 して,(.iWjUrONに し
ます. (誕而バネノLLr',OSClLLATOTt INT/E)(T

スイッチをlNTに します )

2. 必要であれば,Xta)イヤ.+ノをEARPHONEジ,T

.ノクに倭祝 します.

3. OSC LEVEL./-/三をLIJ東の位殿に します.

4. DETECTOR FLAT/1kH21スイノチを1kH2,に

します.

5. FUNCTTONスイッチをRlこします.

6. TJRCダイヤルを3_000に しま十一

7 轟き測定物 を, ストレイ容量の多い方が UNTENOWN

の ≠LOW"昭子に くるよ うに接成 します.

8. LRC MULTJPLTERスイ ッチをまわ Lて.ノ ー タ

の指示の最小点に設定 します.

9.a.指示計 を使 う場合 :J一夕のふれを見なから.LRC

〆イ1',ルによってプ l) .,A)を/(ラ･/ス (ふれが伯

小 )させます.

b.X L且 JイヤIiTl./を使 う場合 :イヤホ ./を耳にあて

る前に,指示計を見 なか ら.LRCダイヤルにJ:I,

て予備 ノ:ラ./ス をとります.次に,イヤ,+-./を耳

にあてて▲1klr21の音が最小になる点 を求めます.

10.測定値はつぎのように.Jtukcみ生す,

R-LRCダイ7ルの表示×LRCMULTT.の設

JJl'旭.

図 5-4 妊抗測定 -1kHz
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第 3草 使用法

A.準 騎

1. 外部機器 を園aのよ うに.4265Aに接続 します.

米8は ,許容問虻.倍大TR流.保瀕抵抗の伯を7T(して

います.

汁(托fE召Iur!の出力嫡子の どち らか一万 と '/ラ･/I/間

の也iJL/JJilOMQあるとすると.士0-1%U:)誤 藍 を

生じます_

2. 位用 されるLRC MULTIPrノIERの殻定 によって

きめ られる範甜内で,所望の電圧 をかけます.

B.測 定 (ステ ･,ブU,)飾号は.RL:i-

4の番号に一致 します )

I. L】NE ON/OFFスイッチはOFFのままに しておき

ます.

2.3,4 如関係

5. FUNCTION.スイッ+をRに します.

6. LRCダイヤルを3.00〔)に します.

7. 枚測定物 をUNKNOWN h絹子に桜桃 します.419A

のNULLを汝正 した後で.指針がスケール上にくるよ

うに､RANGEを調整 します.

HP4I9A

I.llCMULT】 VHlrlXNー ln3X(n )̂ Jt

繋 a

8. LRC MULT【PLTERスイー/チをまわ して,419A

の指示が相中になる)､■.Tに設定 します.

9. 419Aの獅赤 をみ/Lから.LRCダイ ヤルでプ 1) ッi)

の/:ラ/スをとります.途中で419AのRJU GEは適

当に Fげて刺定 をl:やす くします.

1.-･-紀一一一･一-㌔-

LRC〆イヤルuJ来示が.i.111以下の助合は.分解

能 を高めるために,LRC MULTIPLIER の設

定 を lス テ ップ下げますー

10.測定値はつぎのように疏みます.

71=LRCダイヤノーの苑示 yLRC MULTT,の設定値

図5-5 醤:1/Lt測定-直流
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第 3童 使用法

1. LINE ON/OFFスィ ,ナを押 して.'i;1源 をONに

します. (表面パネルのtf:XT/TNTスイ ソチを TNT

に します )

2. 必輿 であれば,XtaJイ十･llソをF,ARPTITONE.)十

7クに接続 Lます.

3. OSC LEVELツてこを中央の枇院に します.

4. DETECTOR FT,̂ T/lkli父スィ ,チをlktj,Lに

します.

5L FUNCTIONスイ'･･/チをCp (D>0･l)または.Cs

(Dく 1.DQ MUIJTIPL]ERスイッナを10に激怒

す ると,-JljL'j三伯は無動でITJゝ)に します_

6. LRCダイヤルを3.000に します一

7･ DQ MULTTPTJIF:Vtを.l,OQダイi,′レを0付近

に します.

8. 被btU定物 を,ス トレイ容鼠の 多い方がtJNlくがOpVlrN

の ≠LOW〝端 子に くるように1)1･5,℃Lよす.

9- LR.C MULTTPLrERをまわ して. メ-クd~,iFl･示

の女王中点に設定 します.

10a. 指示計 を使 う場合 :メータのふれを見Tiがら,LRC

ダイヤルおJ:びDQダイヤル ･/く-ニヤLfまわ して

7●リッジのパ ラノス をとり土1.

ら. XLaIイー1,,+.ソを使 う場合 :イ十七 ./を耳にあて

る前に.指示計 を見なが らLRCダイヤルとOQダイ

ヤルー′I-ニi,を使 って予仙ノごランス をとります.

次に.イ1･*.A/を耳にあてて,11dlzの昔 が磁小に

なる点 を衷めます.

-､-リー記

LRCI/'イヤルの表示が 1.1日 以Tの場合は.I/1

肝能 を高めるために,LRC MULTTPLIE:a

a-)設定 を lステ･Jブ下げ ます.

1L ′tiE盲1:Cおよひ̀DまたはQは,つぎの ようLiI見入ます.

C=LRCダイヤルの表 示×LRC MULTT.の設定値.
I

DまたはQ -DQダイ･1'/しの或示 ×DQMul.TT.の設

定値.

･ DはCs4･- ド.QはCpモードに適用 され

ます.

図 5-6 答鼠別定IlkH乙
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MODEL4265A 冒
REAR PANEL
◆E t二 二

HP204CHP4038/( ＼○◎○三 O
4VrnsFYI(lX

図 a

A 準 備

I. ･1265Aの裏面パネルの TNT/.¶ⅩTスィ,チをEXT

に します.

2. 外部機器･を図 8のように凌親 します.

3. 204Cを所 望の周波数に.振幅 (403tiの指示 )

をAVTtnS以下に設定 します.

4. 4403Aが使用 されるときは.適主hiなL/-/ノタシ｡

ソを設定 します.

B 測 定 (ステ ップの蔚骨は,図 3-｢6

の番号に一致 しまナ )

L LINE ON/OFFスインチを押 して,電源をONに

｣生す.

2, 必資であれば,Xtalイヤ′トー/をEARPHONE ジャ

ブ クに度銑 します.

3一 無関係

JL DETECTOR FLAT/1ktr乞スイッチをFLATに

します.

5. FUNCT10Nスイ/チをCp (Q)またはCs(D)に し

ます.測定できるDまたはQの抱州は.図bに示され

ています.

6. LRCダイヤルを3.00()に します.

7. DQ MtJLTIPLIERを.1に.DQダイヤルを0付

近に しよす.

8. 被測定物を.ス トレイ苓息の多い方がUN7nTOWNの

"LOW〝端子に くるように楼現 します.4403Aが便

TO 4265A
EARPHONE JACK

YHP4403A(rJUsed)

-･===--三二≡0(〕00○○(○)ヒ=

われでいれば.同調 をとり.指針がスケール内に くる

ように謁整 します.

9. LRC MULTIPLlElもスイ ッチをまわ して. 指示

計の鹿′卜郎 こ牌定 します.

lob,Xtalイヤホ ンにJ:る場合 :イヤホ ンを耳にあて

る前に.相示計を兄なが ら,LRC ダイヤルとDQ〆

イヤ/L,･J1-こヤによって予僻,(ラ･/スをとります.

次に.イヤホンを耳にあてて.測J定周波数昔が最小

になる点 を求めます.

b. JHO3Aを使 ･')勘合 二4403Aの柑扉 をみ/Jか ら.

LRCダイヤルとDQダイヤル ･ノミ一二ヤをまわ して

バ ランスをとります (4403Aの感度は必要 に応 じ

てあげていきます ).

LRCダイヤルの表示が 1.111以下の場合は,分

解憶 を高めるために, L7tC MUI,TIPLIER

の駿足 を lステy7'Tげます.DQダイ7ルに

ついても同 じ注意が必賓です.

ll.容丑CおよU'DまたはQは,つぎのように就みます.

C-LRCg'ィヤルの表示 XLRC hfULTl.の改定他.

図 5-7 答丑測定-5Dfl乙-1DkHz
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約3章 使用法

R･書架 【nJ

十 一一
★DCSOURCE

A 準 備

1一 外部機器を国のように披統 します. 外部電源▲ コン

テ′ンサの書垂性には注意してください.電圧はまだくわえ

ません.

2′ 4265AのFtmCTTONスイ ソチをCsに します.

絶流/くイアスをかけた容虫 臥J定は.Csモー ドのみ

に可能です. Cp.t- ト′にすると.本館を横顔 しま

す.

3. 披測定物を4265AのUNm OWN端子に接続 します.

極性は,HIGrfZ端子が正,LOV鳴子が負<す.

4. ゆっくりと外部直流電圧をFITr領の電圧になるまでかけ

ます. コ./テンIJ･にくわえられる問圧は.電n:Gl･で観祝

します.最大電圧は,250Vdc<す.

外部峨棺の F,-nLJ子とタラ･/h'間のスイt/イ容風が

100PFあると,測定容旦他に-0.1% の誤豊 を生

じます.

B 測 元:

1. mll足周波数にEtつて,園 3-6または図 3-7を濁用

します.

屈 5-8 琴丘測定一直流バイアス
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第 3準 位佃法

1. LINE ON/OFFスィ,チを押 して,電源 をONに

します一 (裏 面パネルの TNT/EXTスイ ッチをINT

に します )

2.必要 であれば,XtaZイヤホ ノを7i:ARPHONEジ･,

ブタに接続 します.

3.OSC 1.EVELつまみ を中央 の位Im こします.

4_ DETECTOR FLAT/Hdl払スイ ッチを IkH21に

します,

5･ FUNCT10NスイッチをLr'(Q>1,DQMULTl.
スイ ッチを 10に改定す ると. 洲刑LThl.触効 です )ま

たはLs(Q<‖))に します .
6. LRCダイヤルを3.000に します.

7. DQ MULTIPLTER.ス イ ッチを 1に しま十一

8. 改測定物 を.ス トレイ容n･の多い方が UNKNOWNの

"LOW"端子に くるよ うに峻続 Lます.

9.LRC MULTIPLIERとDQダイヤルをまわ して.

LRC MULTIPLTERを ノー クの柑 )7この偲中点に設

定 します.

Io且. 指示計 を使 う場合 .'ノークのふれを見ながら,LRC

ダイヤ′しおよUDQダイヤル -.く-ニi'をまわ して.

ブ リ,,～)のパ ラノスをとります.

b.Xtalイヤホ ソを使 う場合 :イヤホ ンを耳にあて

る前に,ノ- タを見 なが らLRCダイヤルとDQダイ

-t′ル ･バーニヤを政 って-ll･87l-iバ ラ./ス をとります.

次に,イヤホ /む耳にあてて.lkHzの音が店 小に

なる点 を求めます.

LRC〆イヤルの公示が 1.111以下の助骨は,分

解能 を高めるために.LRC MULTIPLIER

の設定 を 1ステ ,プあげます.DQダイヤルに

ついても.同 じ杵,rJul.め.;.H.JRです.

ll.イ l/タ クタ ンスLおよびQまたはDは.つぎのよう

にiirEみます.

L=LRCダイヤルの表示×IJRC MULTr.の設定胤

QまたはD*=DQダイヤルの表示xDQ MULTLの設

定値.

･QはLsモ-】:.DはLp-I-- ドに遜用 されます.

図 51 9 インダ クタンス測定-1kEJ乙
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MODEL4265AREARPANEL
I:E JJL.IHttil.rJAk
HP204CHP4038/′′~一､､＼○○◎ニ⑳ 0

0

図 a

A 準 備

i. 4265Aの某面パネルの INT//EXTスイッチをEXT

に します.

2. 外部機器 を匠ILlのように接続 L-止す一

3. 204Cを所望の周肢教に,振幅 (403Bの指示 )を

4Vrms以下に設定 します,

4. AJ103Aが虻用 されるときは, 適当な 7 7 ･/ク.ノ･,

1/を設定 します.

B 測 定 (スチ ッ -71の礎号は.図 319

の番号に一致 します )

L LINE ON/OFFスイッチを押 して,電源 をONに

します.

2. 必Jjifであれば.XtELlイヤ小 ./をEARPHONEジャ

ブ クに接続 します.

3. 無関係

JL DETECTOR FLAT/LktZyJスイッチをFLATに

します.

5. FUNCTTONスイ ノチをLp (Q)またはLs(D)に し

ます.汎L喪できるQまたはDの聴朗は.国bに示 され

ています.

6. LRCダイヤルを3.000に します.

7. DQ MUL′rlPLTERスイ Yチを1に します.

8. 被測止物 をスイレイ容魚の多い方が UNTCJOWNの

≠I.OW"端子に くるように鹿醗 します.4403Aが蝕わ

れでいれば.同調 をとり.指針が フルス ケール内に く

TO4265A
EARPHONEJACK

i

_
O

,)

9･D

5OICO 30C IH 3K IO<
=~

I

図 b

YTrP4403A(lfUsed)

○○(9Ej(〕0 0000

るように調整 します.

91 LRC MULTIPLIERとDQダイヤルをまわ して,

LRC MULTTPLIERを ノークの桁茄の最小J.J㌻E.二硯

定 します.

10a.XtaJイヤホ ンを陵 う場合 :イヤホ ンを耳にあて

る前に.指示計 を見 たが ら.LtもCMULTIPLTER

とDQダイヤル ･バー ニヤを使 って予肌 /lラソスを
とります.次に イヤTflノを耳にあてて,測定問破教

音が態小 になる点 を求めま+.

b.4403Aを使 う似 合 :1403Aの指示 をみながら.

LRC〆イi'ル とDQ〆イヤル ･,(- ニヤをまわ して

バ ラソス をとります. 4403Aの感度は.必要に応

じてあげていきます.

･一一-.I.己.･一一､一～山一､ノー-ノーノ一･一
LRCダイヤルの表示が,1.111以下の場合は.

分解能 を高めるために,LRCMULTIPLIER

の設定 を 1ステ･ノブ下げます.DQダイi,ルに

ついても同 じ注意が心壁です.

ll.イ ソ〆クク ー/スLおよびQまたはDは.つぎのよ う

に況みます.

L-LRC〆イヤ/L,の穀示 XLRCMULTl.の設定値.

腐る-10 インダクタンス測定-50Hz-10kH2:
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第 3壁 陣用法

LRCMULTE LlllLIX(,71̂) VJElnXLv) Ti

xlOOILJ1 IOlOtロlO71.20.1ま ILl≡2014山280360 loon,l/ンvJ

ヽ l(11日六 日)rTIH lD脚 .L/か〟LOロLt,1′2W

lluひJTIHヽ lN lkEi,I/2WLot-f1.1′ユW

A 準 備

L 外部機器 を周凡のよう接続 します.衆aは. 4265A

LRC MULTIPLH;Rの設定に応 じた許容限流.必野

な曙圧および保詮抵抗 を示 しています.

2. 4265AのFUNCTl(別 スイ ･JチをLpに します.

但流ノくイ7スをかけたイ '/41クタ ./ス測定 は,Lp

モー ドのみに可能 です. Lsモー l:にすると. 木器

を損傷 します.

3.被All定物 をス トレイ容畳 の 多 い方 が UNIqヾ OWN の
､､LOW'端子に くるように接続 します.

A_'l=Li況計を駅祝 しなが ら,外部電流 をくわ えます.

外部段落の ｡一端子とタラノド問の ス トL,イ容量が

100pFあると,軌定 イ /ダクク '/ス値に-10/Oの

浜益 を生 じます.

且 測 定

). 測定周波数によって図319または図3-10を適用 し

ます.

図 5-11 インダクタンス測定 一直流バイアス

4265A-i 3-ll



第 4葦 動 作 原 理

4-1. 増 税

･l-2. 本時政,4265A UNIVETiSAL BRIDGE:の

励作原理が述べられていますD

4-5.動作の概要

4-4. 本Rdl淳は,概略 4つのブローJタで純成 されてお り,

それ らは,lkrrz発振軌 ブ')ッ.)回路,検出鮒およびKF.

流電源です｡1kn2;発振掛 ま,lkHziの正弦波を用芳 し.

発振器出力 トラL/スTlを通 して.プリノジ回路に折節 さ

れますO訳rl堰栄子は.UNTm OWNのHIG打とLOW端 ｢-

のrZ糾こ接続 され,そのArlLは.他の 3辺の設定にJ:って衷わ

されます｡ 7'lJンL)回路は. 5憧薄icc)7'リン.)を用意 し,

拙定 モー ドに応 じてFtmCT10NスイL,チS5によって選

択 されます(,最小にされた不平衡分の倍 q･は,tJNTくNOW♪J
LOW 端子に現われますC検出器は,この信号を検出 し.

増幅 して,指示計,xtazイヤホソまたは外部の同調倹aJ.

指を充分に駆動 します｡供出幣は.1kHz同調峡.LJi鰭また

は平坦別掲枚LIJ.皆ti･にするかをスィ.,チAISlを ≠lkH21"

または ≠FLAT〝にすることによって選択 されます｡直流

電源は.弼範な しの/こック塾 で, +15Vと 15V(j=0.】

% )の問肝 を供給 しますD花沢制限付きです｡-/.,ノク但r

は図8-3にあ ります｡

4-5. 1kH2:発振器A2

4 -6. 11く刀之のTT:,L-3tE継 をブリ′ジ政敵に供給するこの発

振孤 は. ウインJ-/リンL)薦拐批雌に上り, 1kHie士 1.5

%の正弦波 を発振 します .

J1-7. この発振界は,4つの部分からなり.それらは.

悶波数選択回臥 fl仰崩回路,j馴 即里l輪おJ:ぴピーク牧山

回路です｡if_仰掛 ま,l詞波数選択回路C】.C2.R.および

R2を通 して達成 されます｡増幅器Ulの人力を低イソEL-

スにするために.RLはTt2の 10分の 】,ClはC2の10

倍に Lてあ りますQ したがって.R3.R4およびQlで附

成 される負織 笠回路の分割比は,21対 1になるように設計

されています｡発振周波数は.全 4素子の堺の平方根で与

えられますが.これは.おのおのの対の郡に等 しく†Lりま

す｡増稲%lU]は▲低出力ィ./ビーダ /スをもち,R6は.

A265A-1

出力回路の衝げきか ら,発振鰐を保護 します.ピーク .コ

I/バ レータU2の入力は, ピーク倹 Eu器CR2の出力 と,

雇問fE4'イオー ト'CRaおよびR)O.Rllにi:ってつ くられ

た電圧の差になりますeU2の出力は､Q】の動作抵抗を制

御 し.Ulの出力を約 10VP-Pに晩 ちますO

4-8. ブリ-/ジ回報

4-9. 7■リッジ回路は, ,1つの辺.FTnVCTTONスイッチ

および発振懲出力 トランスからなt)ます｡4つの辺は,塞
本的な7■リノジを構成するもので,LRC MULTIPLIER,

Cl/DQダイヤ/i,(抵抗洲定のときは.牒 聯抵抗 Rl),

LRCダイヤルおよU-UNhm OⅥW 辺か らなります｡C3～

C6は,LRC MULTtPLlERのあるL,ソジのJLr.j毅数補臆

を しますb5つの測定 It･一 卜̀の其本的なプリノIj垣I糾 ′L

Egl1-)A-A-lEに示 されています｡苑将器-I;P,カトランス

TI辻,BRIDGE rN端子に接続 され,そのレベルはOSC
LEVELLy-/ミR8によって調整 され圭一ro 検出器Alの

人力は.UNKNOWN I.OW璃 了-に板椀 されています｡

A-】O FUNCTTONスイツーりこJ:って選択 される51&雌
の -/リノ-)は,それぞれ.抵抗iPEJ定に,ll.1'卜･ス トソ･-/

リ･/ン (図4-1A).零急所LJ足に並列虹折 7'リ･シソ(図 4

-1B)およびl｢T_列抵抗-/リッジ(硯′ト lC),イ l//'J')･r/

/スmlL定に-!クスウエル ･ウイ /･プリッ-)(図 4-1D)

およUl-イ ･7'リ,/ジ (図 4-1E)です.

4-ll. 抵抗測定の琴本的 な ブ リ.I/ジ

4-L2. LAFI-IAは.抵b'[測定に使われる基本的/i(7'リ.,

ジ回路で1-.7'リノソの4辺は,純抵bJtRa,Rs.Rbお

よびR3Eで耶成 されますOここで.RL･は,未知抵抗.Ra

は.Rxに応 t:てテ/J･一 卜̀･ステ,/プで選択 されます｡Rs

は.抵抗測定のときだけ躍)JJきれるもので.10k(之の撫畔

魅抗です｡Rbは,4桁のデケ- L'.夕'1ヤルか らなり,7

I) ノンの職終的/i/ニラ./スをとります｡

4-15. 容量 測定の基本的 な ブ リI./ジ

4-14 図4-1Bは,未知容畳 を容量 と抵抗の並511等L仙回

4-1



第 4章 動作原理

路 としてmlj定するための.抜本的な7'[)ノジl可蹄が示され

ていますOこの -/'リッジは,みてす ぐわかるように.岨共

分が大きくなったとき,CL辺の並列抵抗Rcを減 らすの

が容易なので比較的伯矢の多い容比をhtJJ定するのに酒 して

います｡

4-15. 図4-IC仕,未知容塵 を容量と抵抗の直列等価回

路 とLて瀕II定するための.基本的なプリ･JジrIE73路が示 され

ています｡この7'1) L･/.)は.過に,拙失分の少ない容_fri:杏

脚定するのに適 しています｡

4116.インダクタンス測定の基本的なブリL･Jシ

4-17. 匝14-1t)は.未知 イン〆クタンスを.イソ〆クク

'/スと抵抗の両列等価回輪 として測疋するための.並木的

な-/リッン回路が示されています｡ このブリrhジは,損失

分か大きくな ったとき,Ct辺の並列故抗Rcを減 らすのが

簡易なので.比樺的招朱の多い谷汲を粧 糾 -るのに適 して

いますO

･J-18. 回 4-1Eは.未知イソ〆クタ'/スを,イ L/ダクタ

ンスと祇抗のiTE列等伽回路 としてTTTIJ定するための.基本的

fJ-/)) ンi;Till路が示 されていますOこJ_)/L):)は. 迫に

損失の少ないインクククノスを測 (̀iす 75のに適 していますO

4-19 検出器 AI

J1-20.Alは,I/リ7･/プリ7 7イヤ, -/ 1ルタ ･7･/プ
リ7 7イヤ.メータ L71/ /lリ7 ,イーで･̀の3つのブロック

か ら構成されますd ブリ,-)回路で最小にされた不平衡球

分を検出.し, ノークやⅩtalイヤ,1･･/を充分に駆動できる

ように増IMLます｡ ブ リ ,ジがいかなる状脇にあるときで

ち.正 しいバラl/スU)方向がわかるように,非由純利給の
技法を使 ,)て./一夕は振 りきれることのなレ＼.i･_--)に して

あ りますOまた.lkHzの 7 †ルク糊幅果琵をもち. )TIIj羅開

披敬 lkHォのときの小必費信号を除去 し,汲rJ定柵要 をl虫;め

ます｡外部発振器 を使用 したときにも.7'リ･･,クの展良の

ノニラ./スを必要 とするときは,EATiP710NE端子に同-iq増

幅JRl･を接続 します｡

4-22. 70リアン7■リファイヤ

4-23. この 7'ロックは.入力制限器 (Rl.CRl.CR2),

ソース ･-/,rpワ(Ql).正三肘IY/!桁詳S-(Q2.Q3.Ql)お

よびllAIl"1遊動抵ll'L'(CR3.CZtd)カ･らな ります｡不平衡倍号

は､入力制限器に入 り､Q】の滋 大入力を1.2VP-Pに制

1-2

限 します｡ この1rJ号は.Qlによりィ./ビーJJAl/ス変換され,

llLI.結増幅器によって,小情号領域で約 200鮭 (R7とRJO

の比 )に増幅 されます, 大信号領域 では.ri.7!遅効鉱坑がR

川 と並列に人 丁て,徐 JHこfl桐を下げ.山力を1.2VP-P
に制限 します｡

4-24. フィルタ ･アン71リ77イヤ

Lト25. こ0)ブロックは.lktTz/FI.ArrスイヶチSlによ

って, lkfTz~フ iルグ ･7ノー/リ-/ .イ-llI:十 号か,＼r'tm

制御 ry碩掛 こするかを選択 します｡"lkT-Ty,〟は. 別科 的
100.選択度 26dB以上です｡"FLAT"紘. 利柑約 10

です ｡帰還動抵抗 (CR5.CR6)は.CR3,CRdと伺 じ

rFmをし.fli力を1.2V7)-Pに制限 しますO この出J-JL:l‥

改段の ,I- タ ･7 ノ ブ LJ-/Tイ十に;mえられるとFlj時に,

XtaJイヤホ./端 T･Jlにも送 られます｡ この端子の出力

イ ソと●一 〆ソスLTヒ,約40kf)ですo

4-26.メーク･アンプリファイヤ

4127. ノータ ･71/ブリ77イi,は,負･hrliAL増幅器T,

メーク回路は,負帰還回路に挿入されています｡この帰還

回蛸の乍E流は.iillI遊回路の動概抗にほとんど左右されず.

U2(2)の電EEとR23の比による定電流 となるので.-/リ

,ジの,ニラ-/ス点付近による慾度の低下に悩まされること

な く.充分な感空が得 らtl,ます｡

4265A-I



第 4葦 動作原理

▲･ホイ- ト ス トーン ･ブ リッジ :Rモー ド D.マクスウェル ･ウイン ･ブ リッジ :Lsモー ド

DET【CTOR

Rx-RaRb/Rs(RxαRb)

a.並列妊抗ブ リッジ :Cpモー ド

DETECT併

cx-ctRb/Ra(Cx∝Rb)
Ql≡WCtRc(QT(C<Rc)
(QTく=<10atlkHz)

C.直列抵抗7'リッジ ･'Csモ - ド

DETECTOR

cx-ctRb/Ra(CxcERb)
Dx=山CtRc(Dx-Rc)
(Dx≦laLlkHz)

DETECTOR

Lx三CtRaRb(LxcERb)
Qx=WCtRc(QxなRc)
(Qx≦10atlkll2:)

E.ヘイ ･ブ リッジ :LJpモー ド

DETECTOR

I.x=CHねRb(Lx亡くRb)
Dx=4JCtRc(D7(-Rc)
(Dx≦laLlkHz)

記

この兆本rjl鈴の中の各素子は.4265Aの中のつ ぎの

よう,JJツ-7ミ誰たは栄子に相当 します.

Ra:LRC MULTIPLIER

Rb:LRCダイヤル

Rc:叫 ダイヤル/Mt)L

Rs:捺離抵抗RI

Ct:漂離溶畳CI

Rx,Cx.Lx.DxおよびQxは.UNXNOWN端 子 に

扱fJl:される披測定繁子の他です.

図 4- 1 7̀ リッジの基本凶指
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第 5章 保 守

ア ノセ ソプ リ03記弓. 名 称 郡 品.番号

A1 検出器轟拒.Y,- 04265-77221A2 04265-77222

A3 LRC倍率 ス イ ッチ 04265.7(ー065

蓑511 7 ッセンブリの記号

形 式 必要 な特性 姓奨搬器または糸 T

比 地 祇 仇 lQ士0.01701/2W GR 1440-9601

)Of2士 0.L%1/2W HP O811-｣988

100∫ユ士 0.1%1/2W rrP O811 1990

lkf上土 0.1% l/2W HP O811-1992

10kgー士 0.15701/2W HP O698-6005

100kf2士 0.]%1/2W ㌣P 8698-6058

lMfLL ().1%l/2W r)P O698-697】

標 準 簡 駄 1000pF士0.U2Ljb GR l409-9706

10】lF士0.02CrL, GR 1409-9712

100nF士0.029ら GR 1409--9720

1ノ⊥F士0-02% CR 1409-9725
15At(士1.009TDl/8W tlP O698-3540

1.54ーく士1.00%1/8W HP O698-J3425

).277{±1.00%1/8W I-TP O698-4422

).001く士1.00%1/8W HP O757-028(】

6∠J9∫∋士1.00ヲTol/BW HP O698-44.60

316f)士1,00%1/8W HP O698-3A.44

154fl士1.00%l/8W tlP 0698-44】3

16.2D士1.00繋'1/8W HP O757-0382

膜 畔 イ ンダクタ 100〝H士0.25% GR 1482-9702

lmH士 0.jD/0 CyR l482-9705

10mll士0.】% CR l482-9708

100mH士0.｣% CR 1482-9712

lⅠ丁±8.1% GR l∠182-9716

lOIー±8.19も CR l482-9720

力 ウ ノ タ レノ-) :10kt.I21正確さ:0_1% lJP 5300A

感 度 :0.】Vrms HP 5301A

交 流 電 圧 計 正確さ:3繋'at lkH;.i感 度 :0.1Vrm5 HP 4038

チ.スト.yl-.ンレーク 周蚊教範園 :50I巾.to lOkH21出力 (可変 ):0.1to 3Vrms T.TP 651B

コ ソテ ンサ 980PF HP Ol60-1577

貢5-2 試験調整用測定器
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第 5董 保 守

5-1.概 説

5-2. 本三吉には,保守および銅盤の冊確が述べられてい

ますO内容は,7リセ･/7'1)の記号.虻用故軌 内部勧作

チェ,,ク,調整法および トラフ1ル ･ シ ,-ティング･ツ1)→で九

5-5.7 ･./センブリの記号

5-4,蓑5-1には.本鮎･に使用 されている7 ノ七 ソプ

I)の記号.名称.部品番号が示 されています｡

5-5.使用機器

516. 表 5-2には,保守または動作チェックをすると

きに必要な倣iB･が示されています｡ これらは.同等の特性

のものによって代用することができますD

5-7.内部動作チェIL/ク

5-8. 動作チ lツクおよびテス ト･カー ドは.木器が正

しく動作 していることを保証するた桝 こおこなわれます｡

またつぎの用途にも陵われますo

a.本器の受入検査の一部 として.

b.不良個所 を確認するための手J115番の一部 としてD

c. 体埋または糾盤のあとの動作碓旗のために｡

d.保守の記録 としてテス トーレコードに記入するために｡

5-9. テス トの閉 じルう.本軌 ま,使用公称電源電圧の

士 10%以内の電源に接統 されなければなりません｡

5-10.裏面 力/く-の とりは ず し

5-ll, 鼻面カ,(-をとりはずすためには.裏面 カ,(-の

上郡の2ケの足の中のネジをはず します｡折dLlった力′て-

の鑑(L負目こある2ケの細長 い hiの小の2本のネ･)の ')ち.

それぞれ裏面側のネジをはず します_,つぎに.裏面カノく-

の底の方 を.もちあげて.全体をはず します｡

4265A-1

5-12_調 整

5-13.衷5-4に示 されている本営;Lの調教は.次の場合

以外には必弊ありません｡

a.修理 Lた トラブルが,仕傍に影智があるとき｡

h.I-Jtj耶動作チlツタで,仕傑を満足 Lirかったときb

5-14. トラブルシューテ ィング

5-15. トラブルが発生 したら,まず､これが外部の膨皆

によるものでないことを確かめますOつぎに, ツマ三や指

示計の状態からできるだけ多くの伸輔 を得ます｡この清盛

をもとに,理論的に不良肌守一または胡所 をつきとめます0

5-16. 一般的な注意 として,つぎのことを確認 してくだ

さいo

a.被dlJL定束子は.正 しく接続 されていますか?

b.裏面,lネルの類絡板は,正しい位匿にありますか?

C.外部故器 を使用 している場合.それらは.正 しく動

作 し.接続 されていますか?

5-17. トラブル ･シューテ ィノダは. トラブ ル ･シュー

ティソ〆 Lツリー (図 511～5-6)にそ っておこない

ますD この中には, トラブルを解決するために必要な情報

75:含まれていますB ツリーは.大きくつぎの 2つに別 られ

ています｡

a.測定防塵.図5-i ,,

b.能動回路の トラブル ･シ斗-テ !i/C'.脚5-2｡

前者は,殆んどプリッi)回路の栄子に関する トラ7'ルで､

後者は,電源部,発振部および検出部の トラ7'′レです｡

5-1



第5看 保 守

1, 抵 抗 測 定 -1kHz

レ/シ :Irnfl･･-LlH MO.

正確 さ :士 (就みの0.2%･トt,ソジの0.01%)

士 (読みのOA%÷レ./ジの0.0190),最小 L,

ソジー

城府炊抗 :約 1mr).

a.右秦 に示 してある標準抵抗 をmlI定 し,木器か許容

範関内にあることを確かめます.

2.零騒 測定 -1kH2:

C レt/I)二lpF- 1.111mF.

C 正確さ :A:(II''Liみの0.2%+レソ.)の0.01570)

-J=(I;7-1みのOA9ら･l･レ/I)のO.Ol%)lulL.SL,

ソジ_

残留容ili:約 0.4PF,

Dレ./.i(Cs4-1 トー);0･001-1･
Q レノ-)(Cp-モー ト̀):0-川 .

D/Q 正確 さ:士 (読みの5%｣･2小 臼歯 ).

&.つぎに掲げてある鞍邸啓JL-dを51JL足 し,本FA詩が許容

拒田内にあることを確かめます.

薦甲碓i抵抗 LRC MULTI 衷示 (LRCク′イヤル)
の設定 の許容抱囲 +

10 xlOOmf? ++9.959-10.041

lr) xlf2 0.997-I.003**

lorュ x1∫⊃ tf9.969-10.031

】Ofl x]Ofユ 0.996-1.0011

LOOL2 x100 9.969-】巾.031

lkf2 x10OS) 9.969-10.031

lOkr2 Xlkfl 9.969-10.031

100kf2 Ⅹ⊥Ok∫一 9.969-10.031

･ 許容穐臥 ま,4265Aの正確さと牒雛抵抗の正確
さ (衷 5-2密.t照 )の和によ [)ます.正確 さの

鵜なる漂砂抵yLを他用 されるときは.その藍で

許容範師 を補tELます.

日 成留抵抗およUW.11撞 l)- ドの抵抗 を洲定価か ら

遥引かなければ/Ll)ません.

牒鞘容鼠* FUNCTrON LRC MtJLTⅠ DQ MULTT 賓示(LRCダイヤル)の許容 晦四 川 表示 (DQ〆イ-I,/レ)称容亀P1]

lnF Cs xlOOpF .J 一■●9.979-10.021 <0.02
1rlF Cs xlnF .1 0.997-1.003 く0.02
lOnF Cs xlTtF .1 9.979-10.021 <0.02
lOOTLF Cs xlOnF .I 9.979-LO.02J <0.02

lOOnfンクLSノlkf) Cp x10nF 】0 9.979-10.021 0.899-1.036
100nF-1.54kf2 Cs xlOnF I 9一979-10.02l 0.899-1.036
100nF/ク1.54km Cp Ⅹ10nF 1 9.979-10ー02l 0.899-1.036
loony-I.27kr) Cs x10mF 1 9.979-10.021 0.738-0.858

100nFク1一27kfユ Cp xlOnF 1 9.961-)0.039 0.577 .0.6800,367-0.4480.169-0.2280.072-0一122

100TIF-i.OOkfー Cs x)OnF I 9.979-10.021
)00nFク1.00k∫ー Cp Ⅹ10T7F l 9.9.r=)4-10.046
100TIF-6490 Cs Ⅹ】OnF l 9.979-日).021
100nFfdr649f一 Cp xlOnF 1 9.929-10.071
]00nF-3160 Cs x】OnF 1 9.979-10.021
川 OnF/r3】6fl Cp XlOnF 1 9.8J2-10,l88
loony-154fl Cs x10T)F 1 9一979-10.021

lOOnF-154r之 Cs XlOTlF .I 9.979-10▲021 0.899-1.0360.077-0.127
100nFク1540 Cr. x10nF .1 9,382-10.618
lOOTIF-l6.2f2 Cs XZOTIF .1 9.979-.LO.021
1/▲F Cs x100nF .I 9.979- 10.O21 く 0.02
1/▲F Cs 7(1FLF .1 0.997-1.003 く0.02
1/▲F Cs Ⅹ10/▲F .I 0.099-0.101 <0.02

･ 較正伯は締付の成■ね等鼓に示 さオー,_･ていまLr.この他
に従って,許容梅園は平行移動 させて適用します.

*書 折鶴容量の訳茶は無視 し.4265Aの剃'jiZ誤差の
みに拡ずいています.正確 さのiT:･なる標準容農

を任用 されるときは.その儀で許容聴剛 を捕正
します.

H*残留容量および即定 =)- ドの窄最 を.測定値か

ら2T.三引かなければな りません.

表5-5 動作試験

5-2 4265A-1



窮5章 保 守

5.インダクタンスの測定- 1kHZ

L i,ンジ:lFLf1-111日1

L 正確さ:士 (哉みの0.2%一トレ'/ソの0.Oj%).

士 (読みのOA%H ,ン-)の0､01% ),最小 レ

残 留 :0･04JLflとImJlの碗列, ノ:).

D レソソ(Lpモー L'):OLOOl-1

Q i,-/ン(Lsモー L'):0-】0.

D//Q TE確さ こ士 (読みの59も+2′ト且馨 ).

a.っぎに抱げてある牒碑イ ノダクタとLs-亡- lpでalI

定 し,木器が許容範囲内にあることを確かめます,

機 軸 LRC MtJLTl 襲示(LRCダイヤル)
インダクタ./ス* の殻鮭 許容昭伽 +*

loo/1打 又100JLH 0.993-一.007叫*
lmt† x100FLH 9.934-川.066t 如
10mH xlmH 9.969 10.031H *

100mfl x】Omli 9.969-lO.031

lH rlOOm甘 9.969-10.031

10Ⅰ:【 x】一寸 9.969-10.031

loft xlO71 0.996-L.004

10ー1 x100H 0.099-0.lot

* 校正値は,添付の成績表に示 されています. こ

の値に従 って許容取掛 士.干行移動 させて溜用 し

ます.

ネ*許容範朗 は.4265Aの正確 さと蝶鵜 ィ./〆クタ
ンスの正疎 さ(黄5-2参照 )の和からなっています.
Jl:確 さの輿なる研畔 イノダクク /スをNi-用 される

ときは.その品 で杵容範紬 を桃LELます.

+H alrJ建値は.表 3-1の純正項 を使 って軌 1こしIj:
ければな りません.

b.Lpモー ド用の標恥 イソj{タダノスは,つき̀のi:う

に して得 られます.

I)衷5-2に示 してある標 申イ /〆クク ./スのQ

(Lsヤ- r)またはD(LpJL- r)をIUl悔 します ･

4 265Aは.Qが 10(1)が0,1)付近では.j=7%

以内の正確 さでmLI定 します.

2)次 V,'Ltか ら.TJPモード用の糟qLもイL/〆クク ./メ

を得 _I-:す.

LJ;-(I+l/Q2)LまたはL′…(I+D2)L

ここ ぐ L:成耕寅に示 されていろ1kTl乙におけ

るイソグクグ ノス (ステ ･/-/aで放

った値 ).

L'-Lpモー ド用の標準ィ ./〆クタ /スL

3)LIのJI･ITIrr'[-さは.士0.3%以内です

C･ステyl7'bでiJLJ･られた雌御 J./dクタンス をL】ノ･し

- ドで測定 し,許容範囲内にあることを確 かめます

L′ LRCMULT【来示(LRCダイヤル )
の助走 の許容矧 =Jrl■■

(1十J/QZ)lmH .7100j▲H -0.7%-+0.7御 *

(i+i/'Q9日 OmH _TlrnH -0.59も～+0.59TO
(1十1/Q2)100n一口 xzOmJ-I-0.5%-+0.5%
(1+I/り1;日 H /ylJOOmP-0,5%～+0.5%

1 許容昭周は.4265AのJL輝 きとL′9)正肺 さか

らな ります.

** 測定値は,衷3 1の制止項 を供 _て補正 され

なければな りません.

4. 内部発振器

J:-;･]波数 こLk月∠士 1.5%.

振 幅 :0.3V-0̂ V(OSC OUT硯 イ闘放)

n. お面/くネルにある.OSC OUT とBRTIX;fIIN端

子F別の矩絹仮 をはず します.EXT/lNTスイ-/チを

INTに します.

b.OSC LEVELツー,ミを時計方向一杯の位atに し

ます.

C.OSC OUT端子にて.)別立教 と振幅 を測定 し.i-.''r

省他聞内にあることを確かめます.

衷5-5 動作;lt俄 (つづき)

4265A-1 5-3



第 5章 保守

1. 周波数補償

8.4265Aの.ツて さをつぎのように顕JjiILます.

FUNCTTON . ･･- Cs

LRC MULTIPLIER ･‥ ･･･xlOOpF

DQ MULTIPJ.tER ･ .1

0SCTLLATOR I_NT//′EXT -･. -.EXT
(JRrhi･,くネル )

b.651Bの出力をEXT OSC端子に痩炭 し,出力

を約 3Vrmaに設'足 します.

C.980J)F(部品各号 0160-1577)をUm OWN

端子に倭祝 します.

d.651Bをlkn2:に します .

8 . LRCク′イヤルとDQ ク̀イヤルによ って, 7'リヅジ

のノくラ ノス をとります.

E.6511】を10kH21に します.

g.C4だけを動 か して./-クのふれ を最小に します.

h.ステ ップdか らgを2-3回 くり返 します.

1 4265AのL,RC MULTIPLIER ス イ プチ を

XlnFに し生す.0･0りIF(部品番号0160-1574)

をUNfWOWN 端子に接続 します.

j.651BをlkH･Lに します.

k.LRCF'ィヤルとljQダイヤルによって.プ リノ-)

のノニラソスをとります.

1.651Bを10kH21に します,

m.C6だけを動か して.メータのふれを貴小にします.

n.ステ ,プJからmを2-3回 くり返 します.

2.標準容量

A.衷513,ステノブ1.抵抗mJl定一lklI2:に従 ってチ

エLJタし.LRCダイヤルおよび̂LRCMULTTPlノIER

が仕様の厄園内にあることを確認 します.

b,4265Aの ソ7 ミをつぎのように設定 します.

FUNCTION ･･･ ･･･-Cs
LRC MULTIPLIER ･･･xlOnF

DQ MULTIPLTER ･ ･･-I

c.0.1JLF蝶畔容n･(GR1409-9720)をtm OWN

硝子に接続 します.

d.7'I)プレの/:ラ '/スをとり,LRCタ'ィヤルの表示

を記録 し,士0.25Vo以内にあるか どうか しらべます.
はずれているときは.C2を釘占催 します.衷燕が位

い場合は.47pF(部品番号 0160-0182)をと

ると0.0570. 100pF(部品番号0160-0990)を

とると0.1%の釈益 を改#･することができます一 穿

示が大 きい似 合は.C2の値をrulI:ようにくわ えてい

きます.

表 5-4 調 亜

5-4 4265A-1



第5葺 保 守

LRC はULTlスイTJJ-の

特定･D設確の ときの トラブ

ルで ｢か｡

屯滑¶圧o)変換が福生

でtf)もことと瑚かめま

千(2-】2節傘Jl.(I)

a:lSVの血乾草圧が

士0.iV以 内 にあるこ

とをチ エ / クし生す o

J1265A-1

==.I
L

i

七の並出に粥休すろ･̂ィ ,,ナ 3̂810)回路ル

上び近坑 (̂ 3Rl～9)を千 .,,タしまナ.

法 :A3Rlは09(17f)の竣成 と')- ド埠の

虹抗で状放 され正す ,.^3Rlの 和広

(･.1tぜrLら)は,̂ aRlとLrN7(MOWN

l.OilAlチ閥の リー ド純とjIく(-.■_7日:)

Lた り畑 く (+..,PA.追 )す ることに 上っ

て可能 です.

S2如上LFR2(1桁 Fl).33'LZI

LrR3(2RrI)史たLILS411Jエぴ

はしL Fi4(3好川 )と1, ‥ ,します｡

LRC〆イ ヤ/L･d)何軒の設

定の ときの トラブ ,̂<･･Iか

これ らの 18のスラ,プは.4&偶の

抵抗如上Utの捉み合 Iっせtこよって

n･L･}Ll,:日-(閲B-1.汀榔2g聯)
衣5-AtZq発 ′モk;こ/Lい丈十｡

図5- 1 トラブルシューティング ･ツリー :正昭 さ

トーノ/･lノLと一つ.=Yの ようL二分l【lLILr.

_

ナ

〇

八

･‡

｣T

0

L
-

T

I

l
㈹

感 LB::団 5-3参殿

門流周波舟 :図 5-4参冊

ノイ ズ :囲S一点金牌

蛾111計ふJL11:但5-6参殿

AlA:;-ドのlラ7'ル
OTT です｡R20とR26を

は-(して士lSV士OJV

i･･サL7クしま十｡

ATh!-rJ=の 士lSV
の指 とはず しま す ｡

N() j=15V士DJVと チ Z,
クし史すD

バー ト■.lLo>土ISVの収 とはでL
.士tSV士OJVを+Iyク Lll

挑
｢
-

･
-

｢

L

N

R20.R28ともとへ も と■L

n 14.R17をr:1-rL 'ます｡
d=15j=0.1Vをす,.･クしま1-｡

MET甘R AMPC)m 竹 の t

ラブルです｡

U2を ナ F ククしま~｢▲

oIく ^2 カ1-ド4)トラ p/ ルで1-.
ut.U2&+ . 'g t-*1･

TR原 人105人 力を 十 ･･/♂
Llklす｡もし01く /Iらげ･
^ 4 台交換 し生十 ｡

図 5-2 トラプルシューテ ィン2'･ツリ- 二能動回路

o
x

r

J
L

N

T,RE 人州P親分q)
トラ11L･です｡

FIT,Ten AA4Pの
駄弁 のトラー/JL･でナ｡

5-5



第 5章 保 守

B7HnnF:tNとOSC OUTの
Ttqの粗描虹とは･rL立十｡oSC
LEVELと!1!jj｢力向一杯に しま

す..OSC OUTq)3号は.0.3

-0-JVrltl8.1kTl牡d:】Srl乞で
す.､

周地政の トラ-/ ,り1.LW5-A,

山カセE,の覗合Jiは エー6を参
照 します｡

5-6

AlClに L･.4VrrnB,lkrrlED
ふ りきIL Ia号を加えます.ノー?のIR示

Jlフルスケ-ルの近 くにJもDtA

す｡

トウブルではありませんd

Q4EE)の粒形 と;ll.ブタLます.

Orく トラブルをりぎの上うL=分け生

収 薪 昏

2̂Ul(8)の髄TE)i- I-▲ヅクし

NO ますd

陀 :波形11.10:1の7'E,-7'を OLZVノdLv･lm8/dLv
伊 }て喝即された ものです｡

痘辞は.オシ少スコープの実際の

設)と告示 していiす｡

A)Clk20fLVTrT)a,日fll宅

の帰 母1/Ddえ汲T,.AlSlを

)kuv,にし淡十｡ ノータの佃)-r<

は 1.5日成以 とです (吐 EIIJと

きはSlを"Fl.̂TJ'に し.振

仲と80Jハ/rmdlこしまナB ノー

タLI)相示は1.8El岱以上です｡
OT(IlらIビワ .ルgR15.16.

18. 19.CJOLi上V 11台･チ

. ,クしまナ ).

Jt( Tlの入tJ1-I)の別保と ･)-1･Pタ

します｡碁盤比は 10:1です｡

生でR3.Jlたす...クし少十 <

つ iyrこU2(a)のTRB:那+3'.4

士0_3VL=あることをナ.Ljタ

L土~J'▲

トラ7'ルで(まあ ()汲せん●

^1Ul(6)の泣!eiとすLツタ

NO L31=す.

揃

｢｢
｡K
r

｣

･

L

N

0.02V/dLIl.J巾Jl/山y
tSllll"LILHt-1

AlUl(6)からT)生での払Wr

&･サAVクしまで｡
T)と交換しまlL,

U2(21のtE圧はU2(3)と全

く同電位です.

- T 表

0,0SV/dLv.ll

トラブルを確かめます｡

uJ(2)の鼓舟 をElll , ク

ま十.Ul(6)の21骨の
NO lこ/Lp上す.

CR3の¶EEは十{･-8:bO･5Vrro
oKならFur)一日 ,12をチエ

,gLます.

0.0ヱV/E日V.1m

図 5-5 トラブ ル ソ ユ ー
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卜
l

l

■
顎

佃

I)2(6)のat'形 と LP . ツタLS

ナ｡

求-J'CFt5.6を1･.. .･ク しま

十.

0.06V/dLy.】̂ 1LJ/dLv

OK MI,CTlO.R2.5を･f-,.クし

NO

ます｡

U:≡.C16.17.CR7.8k;
上Un23を+ ▲ ツ タL生十｡

0.obV/d】∨,】rl)S/dlv
(sllnL'1虹Ir.L●l

oK FuJTE見 Â!FEt't'r)Lウlぢ
7P/Lです｡Ul.CJ15. 6kp･

+ I/クL,ます.,

PREAhlP精分の トラ7''t･

'el~｡Q1-41.Cll3. 11圭
･'･. ,クし生す.

｢

し

いr;L..
_

■､

_
l
l
_

~

ULを チ F.･/クします.

リラ.CRl.QL.R7を小
､J,クし生す.

ティング ･ツリー :感 度

4265A-1

OZL
t
MJ.R25とナ./,2Lます.
U2.C18.J7CR7,i)

NJ) tt23をチ J 7 クし生す.

a.ASV/dJl･.】Yl川/dLL/



第 5串 良 守

OK

｢ ≡-I -'ルで 上̀ 目 ktt/uP

A2U2(6)の酸形とナ ェ

,タし生す .

周密数は lk月E土1tiElzです-｡

旺 :鼓形は.LO:Jの7'E,-ブ臣

止って也即 されたもので十.

拡庇は.* ./E,スつ-7'の関取の

設定を示 しています .

人】C)をダラン1･一におとし.

,I-クが振れ/Lいこととナ上
ヶクしま~rD

0.2V/rllv.】nlS/dlV

OK cl.2.R1,2と11.ッ

uHン)LIJ.'･LIU2(3)

の781LblL全くVJしいd
NO +35j:0.3V｡

OJ( cl｡2.･RI.2を

チ .. シ クします｡

良特選回路を+.= . ALま

す｡下艶はCJ12の7/-

1･■の成形です｡

図5-4 トラブルシューテ ィング ,ツリー :内那周波数 4■Bv/dlv･ lが 仙

OE METE:R ĥlP拡分
の トウ7rJL･で十. UZ(8)の地形

QJ(F:)の産形を1 Lr

トラブルでI上あ り土ttん

^]ロJl6)の虚TEiをチ L

タLJL土ナU

NO レクします｡

cI,0ロSVノJIv. lnp]/dlv

Ol〈 FlLTER AhiP成分

の Iラ7'JT/でナD

PRE:AhtP部分d)I

ラプルですD

妃 :政形は.LD:lの-/ r･-プを

使って軌胡Lされたものでナ｡

感度は.lJ-ンE･スコープ4)実際の

設定と示 してい生す｡

OSC LEVJ:L帥)計か'LJ-tf:に
しまナD

OSCOIJTiワ屯圧F:i0.3--0.4

VTPZZで十 .

･1265A-I

D.05V/dLv.tr']拝/JILv
IBALn‖lltzi■■■)

0･06V/'dLv. lEtl汗/ElSv
t'.t;iJn■■lkl【･̂■■)

図5-5 トラブルシューティング ･ツリ- :ノイズ

Ol(

丁

^Ldi- 一七の波形 と節号の沈れLこしたが9て

く･A▲,クし.倍rJがnえるところi･つきとめま

す｡つぎLこその㈹辺d)DC屯圧 (凹8156即

を1-ェリグしま十,OEJZら監守V)P.掛 こ抵 列

に人ろ煮干を チ エ,クLます凸

ある fT的)は を+｣ソク
^ 2t)1(6)lこ信 号があるか/I

FJO い か を 十 . プク L生すo

-lL
/1い

しま十｡

ますA2rr-:一事■oj'

DC電Ef:とIf･=V
グし11す｡

oK TL史での桂 蛤 を す '

Vク しま十｡

匝 5 - d参酌

図 51 6 トラ7'ルシューティング ･ツリ- :検出計がふれず
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YHP 4265A

計幣番FJ

動 作 試 験 記 録 用 紙

～-I)1

1 a (Ⅹ100rnfl)

l fl( Xlの)
10 Jl( xJ fl)
10凸(丈lo fユ)
100 D ( XJO a)
Jkfl (x】00 【1)

lOkn ( -̂ikfl)

100kfl ( ェ10kiユ)

1Mfl (xlOOkn)

2. 容丑測)i:

ZnF (Cs,x100pF)
(DQMULTT:.1)

】nF (Cs, xITtF)
(DQMULTr:.1)

10rLF (Cs. xIT)F)
(DQMULTT:.1)

lOOnF (CS, .ylOnF)
(DQLuULTI:.1)

100TIF.ク15.Llkf2(Cp. xlOnF)
(DQMULTI:10)

100nF-).54kf2(Cs. x10rIF)
(DQMtILTl: I)

100nF〃ク1.54lくQ (Cp. _t)0T'F)
(DQMtrLTT: i)

100T)F-1.27kfユ(Cs. xlOTIF)
(DQMULTl二1)

100nFク ー.27kQ (CIJ. XIOnF)
(DQMULTl; i)

100nF-1.00kr)(Cs, xlOnF)
(DQMULTl:1)

100nF,tjrl.00kO (Cp. 丈lonF)

100nF-GL19 0 (CS. _tJOrlF)
(DQMULTl: 1)

100nF/# 6̀19 fl(Cp. xlO nF)

100nF-316 rユ(Cs. x)0nF)
(DQMULTl二 1)

100nF.ク316 f2(Cp. XLOnF)

9.959

0,997

9,969

0.996

9.969

9.969

9.969

9.969

g.969

9.979

0.997

9｡979

9.979

9
9

9
9

9
9

9
8

1

9
7

d7

9
7

9

9
9

2

7
9

7
9

7
9

7
3

qU

7
7

5

7
6

2

7
6

I1

9
8

Cn
CC

9
1R
l

9
7

9

9
5

9

q
】
3

9

9
1

8

9
0

0
)
0

9
∧U

9
八日

9

9
nU

9

9
0

9

9
lU

9

J1265All A



動 作 試 験 記 錦 用 紙

ベ ーン2

項 目 チ コ_ ソ ク

100nF-15ノl∫1(Cs. x10r)F) 9.979 10.021
(DQMULTT: 日 0.072 0.122

loony-154 f}(Cs. XlDnF) 9.979 ]0.021
(DQMULrIlT:.)) 0.B99 1.036

100nF.ク 154 Q (C】,. xlOnF) 9,382 )0.618

100TIF-16.2 r之(Cs, x10nF) 9_979 10.021
(DQMULT【∴1) 0.077 0.127

I/⊥F (Cs.x100nF) 9.979 10,021
(DQMULTl:.1) <0.02

1/LF くCs, xliLF) 0.997 1.003
(DQMULTT:.1) <0.02

1JLF (Cs.X⊥0′上F) 0.099 0.101
(DQMUt.TI:_i) <0.02

3, イ ソ〆 グク L/ス御荘 0.993 1.007

3-i. Lsセー ド

loo/▲F (xlOOpH)

)mH~ (x100FLT-1) 9.934 10066

10mH ( XlmH) 9.969 10.031

10OmH ( Ⅹ10mH) 9.969 10_031

l T-i (x】00m[-I) 9.969 10.031

10 H ( xl fl) 9.96g LO.OJl

LO ‖ ( x10 ー1) 0.996 1.004

lo u (主】00 H) 0.099 0.1010.7ヲTo LO.79/o

3-2. Lp-亡-】.

(1+i/Q2) lmH (.x_lOOJLId)
(1日 /Q2) ユOmli ( て1mー1) -0.5% +0一5570

(⊥十L/Q2)lOOmH ( xlOTr-Ⅰ-T) --0.5rL, -ト0.5f:;2.

(1+i/Q2) 冗l l-I (XlOOmH) -0.50/O トO.5%

(1+VQ2)ⅩlO fI ( ;{lmH) -0.5% +0.5570

4一 内部発振#, 985Hz 1015H21I.1.] 波 数

振 幅 0.3Vrms O.4Vrms
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第 6 葺 部 品 定 数 表

6-1.概 説

6-2. 確執 こは.交F'=部品の注文方法 と部品定数袋が含

まれています｡表6-2が部品定数髭ですD袈6-1は,

凱 罷定数表に使用 されている省喝記号がまと#)られていま

す｡蓑6-2の部品定数表は.回掲記号の順に配列 してあ

り.その部品の部掛,定臥 HPの部品償',ち.が記服されていま10

6-3. 回路記号の/1い各 7七 ソプリの付属部品は.各 7

七 t/7'Uの表の最後取 こまとめてありますDまた電要な故

紙部品はこの蓑の最後部に敬せてありgf.す｡

6-4, 部 品の注文方法

6-5. 匝l路部品および重な磯扱部品は削り■Eりをしていよ

すDつぎの方法で,瓜寄 りのYllP営紫所,サーtfスFGl:ある

いは取次店にご注文 くださいo

a.測定館のMODEL NOD

b.ElrJ建端の計E13･o

c.部品の仕様｡

d.部品の機能および取付場所O
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第 7 軍 マニュアル ･チェンジとオプション

7-1.オプション

7-2. 汁-)ノヨノは.工場に,おいて酢Jy≦-=的な変更を行な

ったmu建令旨で.凍取扱説明円が印刷された時点では,Jl265A

のオブシD/はあ りません.

7-3.特注品

7-4. 特注品は,標準の測定器 を使用藷の要求 される仕

様に変更 したもので.陀気的な変雷が行なわれた場合には.

取扱鋭明心にその要史の内容を花 したものが添付されますD

この場合には.本章の該当するノニック7-･'-テ ィ./グ ･チェ

-/ジに従 って取横説明再を変更するとともに.添付資料に

指定されている変史も行なってください仁

7-5.取放祝明笹の変更

7-6. この取成説明薯は計器番号のSerjaJ Prefix

が1244,Tより大きい (Urらしい )製品または.逆に若い
(古い )魁品にこの取扱成OJllP,を適用されるときは.次in-

をごらんください｡この取鎮説明宙に技術的な誤 りがある

場合には,添付されている "てこ7ル ･チ _t･/-) ′′に訂正

として含まれています｡

7-7. 計幣番号のSeTialPrefjx が大きい (新 らし

い )製品 :もし計器番号U)SerjaZPrefixが 1244LTよ

り大きい場合には.この取攻鋭明宙に壮きみ込んである "

マニアル .チュ･/-} ノノをごらんください｡そ して.お持 ち

の測定榊享の計131番･埠に該当するところの変哲を行なってく

ださい0

7-8. 計器番号のSe】･i皿tPrefixが 12Ll4Jより常い

製品はありませんO

4265A-1
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第 8章 回 路 図

8-1.棚 説

8-2. 本串には次のものが含まれています.

8.回路図の見かた

b.プ p .,クdイ7グラム

C.各 ア七ソプリの回路図 .部品配荘園

8-4.回路図の見か た

a.+(7ステE)スク)印のついた部分は,工場調整部

晶です｡記載 されている値は代表値です｡

b.回路図中の記号 (9･4･7)は配線のカラーコー ドを

示 していますOこの カラーコー ド(MZL-STD-681)

は.抵抗の カラーコー ドと同 じですD最初の数字は被

J1265AI1

蜜の地色を.2番 目の数字は太い縞の色を,3番員の

数字は細い縞の色を示 していますo例えば前記の (9

lLl･7)揺.地lllがlう,太い肋が茄,拙いhl,1が新の扱

者の線 を用いていることを示 します｡

C.シャーシまたは ノイ ソフレームに取 りつけてある部

品に,-i,I/.i:I/プリ記号は付 しません (例えば Rl.

Qlなど).

d､アセソブリ(Al.A2など)内の部品は,7セソプ

リ記 (,13･17_r･省略 して記入 してあ りますO-/七 ./プリ内の

部品をIF_式に指示する吻合には.私見紀 -'手のLTLlに7セ

ンブリ記号を付けます｡例えば.A17七ノプリ内の部

品 R],Qlは.それぞれAIRl.A]Q.1で讃わ しま

す｡

8-5. 回路図LF.の記 号のB.味や,スイ ッチの見かたなど

が図8-1に記載 してあ りますO

8-∫
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